
様式第９号（第 12条関係） 

 

事  業  実  績  書 

 

１  事 業 名     「ええとこ穂井田」農都交流ネットワーク推進事業 

 

２ 実施期間         令和２年６月１１日～令和３年３月３１日  

 

３  事業内容 

① 事業の目的・概要 

○事業の目的 

・都市住民（特に子育て世代）に対して、「農」ある暮らしを体験して頂き、「市

民農園」という農都交流の仕組みが有効に機能するような仕組みづくりとその

検証。次年度の「市民農園」開設につなげられるように協議会を中心に地域全

体で協議し結論を出す。 

・耕作放棄地や農業後継者不足に悩む備中地域の農家と「顔」の見える関係をつ

くり、備中地域内でのネットワークをつくり、移住定住を促進する仕組みづく

りを確立する。 

・穂井田地域における「市民農園」開園が、地域を活性化する仕組みとして有効

と判断した場合、地域における運営形態をどのようにするかを検討し決定し、

次年度開園のための計画を作成する。 

 

○事業の概要 

（１）耕作放棄地の調査 

・県民局が取り組んでいる、「人・農地プランの実質化」に向け、地域での勉強

会の開催や市と連携したアンケート調査の実施・とりまとめを行い、今後の

地域の農地の活用方法について、検討を行った。 

・移住者の希望に合わせて紹介できるように、下記の３タイプに分けて調査を

行った。 

１） 新規就農者に提供できる農地 

２） 市民農園として提供できる農地 

３） 家庭菜園として提供できる農地 

（２）試験的市民農園づくり 

・倉敷市農業委員会と協議して、穂井田地域の耕作放棄地の中で法律･制度に則

った市民農園の適地を選定し、市民農園づくりとして１０区画設置し、試験的な 

運用を行った。利用者募集を行い、現在は１０区画のうち８区画が利用され

ている。 

・また、次年度に向けた農地の確保を通してプロセスの検討や、今後の他の農

村地域の方々とのネットワーク構築に向けて農業を軸とした着地形観光等に

よる地域活性化方策について情報収集を行った。 

（３）市民農園でのワークショップの企画実施 

・都市部在住の親子を対象として、市民農園での作付( 9月13日)及び収穫(11月 

15日)の農業体験を行った。 



・試験的市民農園では、作物栽培が楽しく継続できる作物や市場性の高い作物

として、サツマイモやキャベツのほか、わさび菜等の変わった野菜を選定し

植え付けた意見と収穫体験を行った。体験時に農業の楽しさとともに体験終

了後に地域住民と備中地域の食材を活用した「食」の交流イベントを実施し

作物の美味しさを感じてもらい、参加者から「市民農園」の借受者を確保で

きた。 

   9月13日 ブロッコリー、白菜、レタス、赤かぶ、黄色人参、ダイコン等 

７組(大人9名、子ども 10名)の参加 

   11月15日  同上 

  体験後、交流イベントを実施／しし鍋（ジビエ料理） 

１７組(大人26名、子ども30名)の参加   

・ワークショップ参加者に対して、次年度以降の市民農園の利用需要に関する

アンケート調査を行い、その分析結果から今後の穂井田地域での市民農園の

ではもっと幅広な体験を行っていくこととした。 

・穂井田地域の特産であるモモ農家の新規就農者受入れに向け、モモ部会と協

働して募集に向けた研修圃場の場所の選定や苗木の定植を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■市民農園利用者からのアンケート結果 
※３０代３人、６０代３人の方からアンケートの回答をいただいた。 

・若い世代の利用動機は、子供に作物の栽培体験をさせたいという思いが一番。休日の   
 有意義な過ごし方として、自然の中で農作業をしたり、家族とのコミュニケーション  
 の場として利用したいという思いで申込みをされたと考えられる。 
・６０代の方は自分や家族の健康のため、安心のできる農作物を栽培したいという思い
から申込みをしたと考えられる。 

・市民農園の広さ、料金、利用期間については、全ての人が、１区画２０㎡で年間利用
料４，８００円、１年間の利用を希望する（最小の単位・期間）との回答であった。 
何故、２、３年続けて借りたいと思っている人がいなかったのか検証したい。 



（４）市民農園先進地域への視察検討と市民農園指定計画の作成 

・試験的な市民農園の実施結果を踏まえて、将来的に市民農園型の農都連携の

先進地域や「農泊」「農家レストラン」等の実現を図るための情報収集と検討

を行った。 

・穂井田市民農園PRのための広報媒体の制作。既存HPへの広報ページの追加制

作、チラシ等の作成を行い、倉敷市、岡山市などを中心に近隣地域へのPRを

行った。また、ほどよい田舎を伝えるために穂井田地区１６ヶ所の地点でド

ローン撮影を行った。 

(５）穂井田市民農園づくり計画に関する研修会の開催 

・備中地域の都市住民、農村地域住民を対象として、本事業に取り組む備中地

域の農業関係者や農村地域活性化や農都連携に関する知見者を講師にした研

修会を１回開催した。 

  日時：令和３年２月２１日（日）１０時～１１時３０分  

  場所：穂井田憩いの家 

講師：NPO法人みんなの集落研究所 阿部典子 氏 

内容：穂井田地域まちづくり協議会のこれまでとこれからを考える研修会 

  参加者：１０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

(６)移住定住の促進 

・県が主催する、都会での移住定住相談会に備中地域として参加をするため、

「農」ある暮らしと、備中地域の良さをアピールし、移住定住につなげる準

備を行った。 

 

② 事業の流れ 

・地域の農地の有効利用を図りながら地域活性化を行うため、地域農業の将来ビジョ

ンの作成と市民農園の設置や体験農園でのイベント開催で交流人口を増やすことで

移住者の確保を目指す。また、このような取組を恒常的に行っていけるような組織

づくりや他の地域と連携した活動を検討していく。 

 

③ 成果･効果 

・人・農地プランの実質化に係るアンケート結果や農地の調査結果の地図化を行うこ

とで、地域の農地情報や地権者の意向の共有ができ、今後の農地利用や移住者用の

農地に目途をつけることができた。 

・桃部会の研修圃場を協力して選定、準備を行うことで具体的な協力関係が築けた。 

・市民農園の開設、運営を行うと共に、利用者との交流を通して、地域の魅力の再確

認や今後のイベント等のニーズを把握できた。また、所有者から農地活用の提案が

上がるようになった。 



・体験農園の開設とイベントは人気で、穂井田地域のファンづくりができた。今後の

参加希望もあり、今後のイベントにもつながる成果となった。 

 

④ 今後の課題･展開等 

・協議会では移住者増による地域の活力維持を目標にしているので、今回始めた市民

農園やイベントが交流人口の増加及び移住希望者のニーズをとらえた受入体制づく

りにつなげていく必要がある。 

・人・農地プランについてはまとまった園地の確保に向けて、未回答者への意向確認

を行う必要がある。このため、桃部会と連携して意向確認及び農地利用の検討を行

っていくこととしている。 

・移住相談会や視察についてはコロナ禍で準備にとどまった。実際に 1 年間取り組ん

だ結果も踏まえ、より成果が出るような準備を行い今後の実施に備えたい。 

 

⑤ 県民局と協働した効果及び課題 

・農地利用については県民局が進める人・農地プランの実質化についてアドバイ

スや支援を受けることができ、地域の農地利用について目途をつけることにつ

ながった。また、普及センターとも連携できたことで、桃部会との連携もスム

ーズに行えた。 

 

４ 参考事項・資料 

  ・ちらし３種 

・農地利用の地図化 

・穂井田地区のアンケート調査まとめ 

・ドローン撮影場所 

  



様式第５号－１（第９条関係） 

事 業 変 更 計 画 書 

①団体名 玉島陶･服部地域まちづくり協議会 

②テーマ区分 
指定テーマ（ ８・９ ）  ・  自由テーマ 

該当するものを○で囲み指定テーマの場合は番号を記入してください。 

③事業名 
「ええとこ穂井田」農都交流ネットワーク推進

事業 

④これまでの

採択回数 
  0回 

⑤現状及び 

課題 

倉敷市玉島陶･服部地域は、古代から「穂井田（ほいだ）」と呼ばれ、
現在、2地域を合わせて、面積1143.5ha、749世帯、総人口1,623人、山
陽自動車道玉島ICから約5分にある「ほど良い田舎暮らし」のある地域
である。農業振興地域として、米･野菜の栽培や桃･ブドウなどの果樹栽
培、乳牛などの畜産などを地域の産業としています。しかし、農業の高
齢化や後継者不足が進み、耕作放棄地が広がっている状況である。 

このような状況に対して、「農」ある暮らし、地域の良さをアピール
し、生産現場と消費者（特に都市部）の相互理解を深め、「農」をライ
フスタイルに組み入れる暮らしを提案し、ひいては移住定住を促進する
ような仕組みづくりが課題となっている。 

⑥事業内容 

近年、農村部と都市部の交流を促進する仕組みの一つとして、「市民

農園整備促進法」(H2年制定)による｢市民農園｣が有効な仕組みとして、

注目されている。県内でも岡山市北区の「牧山クラインガルテン」など

農都連携型の市民農園が開設されている。 

本事業では、「市民農園づくり」を農都連携による農村地域活性化の

方法として、穂井田地域と同様に耕作放棄地や農業後継者不足に悩む備

中地域の農村部と連携･情報共有し、その方法の確立と農都交流のネッ

トワーク構築し、移住定住を促進する仕組みづくりを確率することを目

的する。この目的を実現するために、今年度は次のような事業を実施す

る。 

１． 県民局が取り組んでいる「人・農地プランの実質化及び農地中間

管理事業推進に係る推進モデル」との連携 

１． 耕作放棄地の調査 

① 県民局が取り組んでいる、「人・農地プランの実質化」に向け、

地域での勉強会の開催や市と連携したアンケート調査の実施・

とりまとめを行い、今後の地域の農地の活用方法について、検

討を行う。 

② ① 移住者の希望に合わせて紹介できるように、下記の３タイ

プに分けて調査をする。 

１） 新規就農者に提供できる農地 

２） 市民農園として提供できる農地   

３） 家庭菜園として提供できる農地 

  ② 備中地域の農業法人やNPOなど組織的に、地域農業に取り組んでい 

る事業者の共通の課題となっている「農地の集積・集約化等による 

農地の有効活用」等について、意見交換し、「顔」の見える関係づ 

くり、ネットワークづくりを行う。このことによって、「穂井田」 

から「備中」という地域のまとまりを意識しながら、今後の展開を 

構想する。 

 

２． 備中地域への移住定住の促進 

① 県が主催する、都会での移住定住相談会に備中地域として参加

をする 

② 「農」ある暮らしと、備中地域の良さをアピールして、移住定

住につなげる。 



２． ３．試験的市民農園(体験農園・レンタル農園)づくり  

① 倉敷市農業委員会と協議して、穂井田地域の耕作放棄地の中で法

律･制度に則った市民農園の適地を選定し、試験的な市民農園づく

りの計画を立て実施する。またそのプロセスをまとめる。 

②  レンタル農園(４ｍ×５ｍ＝２０㎡)１０区画を整備し、5 月に貸

し出しをする。植え方、育て方については地域の経験豊富なお年

寄りに依頼をする。 

② 市民農園農地の区画割り等の整備を行う。今後の他の農村地域の

方々とのネットワーク構築に向けて情報収集を行う。 

③ 試験的市民体験農園では、作物栽培が楽しく継続できる作物や市

場性の高い作物を検討する。都市住民の方々に農業の楽しさとと

もに作物の美味しさを感じてもらい、「体験市民農園」参加を頂

けるようにする。 

３． ４．体験市民農園でのワークショップの企画実施 

① 「農」ある暮らしをしている地域の方々との交流の時間や農家

の暮らしぶりを知ってもらうための地域散策などを行う。 （

７月下旬から８月初旬） 

① ② 都市部在住の親子を対象として、体験市民農園での作付(89

月下初旬)及び収穫(11月中旬)の農業体験を行う。 

② ③ 体験終了後は、地域住民と備中地域の食材を活用した「食

」の交流イベントを企画実施する。し、「農」ある暮らしを共有

する。 

③ ④ ワークショップ参加者に対して、次年度以降の市民農園の

利用需要に関するアンケート調査を行い、その分析結果からど

のような穂井田地域での市民農園の方向を決定する。 

④ 穂井田地域の特産であるモモ農家の新規就農者受入れ、地域の

空き家への移住も含めて、モモ部会と協働して募集に向けた研

修圃場等の準備を行う。 

４． ５．市民農園先進地域への視察検討と市民農園指定計画の作成 

①  試験的な市民農園の実施結果及び備中地域農村ネットワークメン

バーとの検討を踏まえて、市民農園の先進地域へ20～30人程度の

視察の検討を行う。視察は、市民農園型の農都連携の先進地域2

カ所を予定しているが、将来的には、「農泊」「農家レストラン」

などの展開も検討しており、出来るだけ多機能に運営している地

域や事業体を選定して視察する計画である。 

②  視察での成果を参考として、市民農園指定計画と備中地域農村ネ

ットワーク構築構想をまとめる。 

③  次年度以降の運営形態･組織体制、都市住民の方々に魅力のある

内容を検討し、次年度は、本格的な「市民農園」(体験農園・レ

ンタル農園)の開園を計画する。 

④  ６．穂井田市民農園PRのための広報媒体の制作。既存HPへの広報

ページの追加制作、チラシ等の製作を行い、倉敷市、岡山市など

を中心に近隣地域へのPRを行う。ほどよい田舎を伝えるために穂

井田地区１６ヶ所の地点で、ドローン撮影をする。 

 

５． ７．持続可能な地域するための様々な施策穂井田市民農園づくり

計画に関する研修会シンポジュームの開催 

① 備中地域の都市住民、農村地域住民を対象として、本事業に取

り組む備中地域の農業関係者や農村地域活性化や農都連携に関

する知見者を講師に招いてのシンポジューム研修会を１回開催

する。 

② 地域を維持するための収益モデルの考察 



③ 県民局が推進している「農地の集積・集約化」の今後の取組と 

課題 

③ 備中地域の農家とのネットワークについては、「農都連携」をき

っかけとして、備中地域の農業法人やNPOなど組織的に地域農業

に取り組んでいる事業者の共通の課題となっている「農地の集

積・集約化等による農地の有効活用」等について、「顔」の見え

る関係づくり、ネットワークづくりの検討を行う。このことに

よって、「穂井田」から「備中」という地域のまとまりを意識し

ながら、今後の展開を構想する。 

④「穂井田」が、「農都連携」「移住定住」の玄関になり得るのか

の役割も果たすことが出来ればと考えている。 

 

６．移住定住の促進 

県が主催する、都会での移住定住相談会に備中地域として参

加するため、「農」ある暮らしと、備中地域の良さをアピールし

て、移住定住につなげる準備を行う。 

⑦事業目的 

(目指す直接の

結果) 

・都市住民（特に子育て世代）に対して、「農」ある暮らしを体験して

頂き、「市民農園」という農都交流の仕組みが有効に機能するような

仕組みづくりとその検証。次年度の「市民農園」開設につなげられる

ように協議会を中心に地域全体で協議し結論を出すこと。 

・耕作放棄地や農業後継者不足に悩む備中地域の農家と「顔」の見える

関係をつくり、備中地域内でのネットワークをつくり、移住定住を促

進する仕組みづくりを確立する。 

・穂井田地域における「市民農園」開園が、地域を活性化する仕組みと

して有効と判断した場合、地域における運営形態をどのようにするか

を検討し決定し、次年度開園のための計画を作成する。 

⑧今年度期待さ

れる成果 

(短期アウトカ

ム) 

その活動で得ら

れる利益や変化 

・県民局が取り組んでいる推進モデルと連携しておこなう、先進事業と

なるので、県民局が行う研修会等で事例報告を行う。 

・近隣の都市住民の方々に、穂井田地域の「農」ある暮らし、ほどよい

田舎くらしの魅力を体験認知して頂き、アンケート調査を実施し、「

農」ある暮らしがどの位､魅力的に感じられるかの検証｡に基づいて、

その暮らしを自身の暮らしに組み入れられるかを検証すること。 

・そのために今年度は、試験的な市民農園づくり及び「農」ある暮らし

体験への参加者を確保する。目標参加人数約40名（都市部親子等30名

及び備中地域農村部参加者10名程度）2回 

・次年度以降市民農園開設時には、市民農園の契約者として参加頂くこ

とについてもアンケートを取って検証する。 

・持続可能な地域における組織・運営形態が決定され、ビジョン及び事

業計画を立案する。 

・備中地域の組織運営をしている農家との「顔」ネットワークを作る第

一歩となる。 

・行政単位でなく、備中地域としての移住定住促進を図る仕組みができ

る｡ 

⑨将来的に期待

される成果 

(中・長期アウ

トカム) 

・穂井田地区は、山陽自動車道玉島ICから約5分に位置する、都市部に

隣接した農村部「ほど良い田舎」である。その魅力を都市住民が理解

し「市民農園」を通じて、都市生活と田舎暮らしの両方を体験する中

で穂井田地域を玄関として、構築されたネットワークで、備中地域の

農村部への移住定住が促進されること。 

・県民局が推進しているモデルのパイロット事業となり、本農都連携「

市民農園」事業と備中地域の組織的農家とのネットワークが構築され

ることによって、より一層「農地の集積･集約化等による農地の有効

活用」が進み、についての理解が深まり、新規就農者が増加する。 



⑩翌年度以降の

事業展開の予定 

１． 県民局が推進しているモデルの推進モデル地域となる。 

１． ２．県が主催する、都会での移住定住相談会への積極的な参加 

２． ３．備中地域の農業者、その関係者と連携しての地域特産品のブ

ランド化や６次化・農産物の共同販売などのネットワークの構築 

３． ４．「市民農園」開園のための計画書づくり及び調整 

４． ５．「市民農園」開園 

⑪事業実施に 

関連する活動実

績・アピールポ

イント 

・当協議会は、平成２９年度から令和元年度まで「倉敷市市民企画提案

事業」に採択され、玉島陶･服部地区のまちづくり計画を策定する中

で地域住民アンケート調査を行い、その結果をから「どのような地域

づくりをするのか」を十分に検討し、住民合意を基に地域づくりを進

めてきた 

・都市部に隣接した穂井田地域を玄関として、備中地域の農業法人、

NPOなど組織的な取り組みを行っている農家と「顔」の見える関係づ

くりを行い、「農地の集積･集約化等による農地の有効活用」、「地域特

産品づくり」「移住定住相談会への参加」等を通じて、備中地域農村

部とのネットワークをつくり、「農都連携」を活性するモデルとした

い。 

⑫想定される役

割分担 

 

【団体】 

本事業の企画実施、アンケートによる検証、備中地域の農業関係者のネ

ットワーク化、次年度以降の計画作成 

【県民局】 

本事業の広報、事業実施過程における助言、事業の評価 

【その他】 

農業委員会、倉敷市農林水産課､ＪＡ､備中地域の法人、農業関係NPO、

くらしき作陽大学、他大学、穂井田地区モモ部会、ＮＰＯ法人みんなの

集落研究所、備中地域おこし協力隊員等 

【理由・期待できる相乗効果】 

農業振興地域である穂井田地区（玉島陶･服部地域）は、人口が集積

している倉敷市市街地と隣接しており、他の備中地域の点農村部へと交

流人口をつなぐ玄関となりうると考えているから。 
＜記入上の注意事項＞ 

１ それぞれの項目についてはできるだけ具体的に記入してください。 

２ 「⑥事業内容」欄は、それぞれの活動について課題解決や事業目的における意味・位置づけととも

に対象者、実施地域、実施方法なども記入してください。 

３ 継続事業は「⑪事業実施に関連する活動実績・アピールポイント」欄に昨年度までの採択事業の主

な実績・成果も記載してください。 

４ 「⑫想定される役割分担」欄は、協働協定書等に基づき提案団体及び備中県民局、その他の役割を

記入してください。 

５ 変更部分を朱書き又はアンダーラインにより、変更前後が対照できるように記入してくださ

い。 
 



様式５号－２（第９条関係） 

日 程 変 更 計 画 表 

年月 事業内容 場所 規模等 

R2.4 

 

 

 

 

 

R2.5 

〜6 

 

 

 

R2.6 

〜7 

 

 

R2.8 

 

 

 

R2.9 

 

 

 

R2.10 

〜11 

 

 

 

 

 

R3.2 

 

R3.1 

〜2 

 

R3.3 

・県民局との協議 

① 備中地域の JA、農業生産者、大学、各関係組

織との調整、確認及び実施計画の精緻化、経

費等の再見積。協議会への報告、地域への伝

達。 

② 穂井田地域の耕作放棄地調査開始 

① 試験的市民農園の候補地選定、整備開始。農

園で栽培する「備中野菜」の選定等必要な種

子、資材等の調達。 

② 事業の広報、HP 制作、SNS 立ち上げ 

③ 県民局との協議 

① 事業の広報、試験的市民農園の耕作者募集 

② 穂井田地域の「農」ある暮らし、ほどよい

田舎くらしの体験者募集 

③ 市民農園整備完了。作付け野菜の選定完了。 

① 「農」ある暮らし、ほどよい田舎くらしの

体験実施 

② 募集した耕作者による試験的市民農園づくり

の実施 

③ 都市部親子等を対象とした農業体験（作付）

及び交流イベントの開催 

④ アンケートの実施 

⑤ アンケートの集計、事業の振り返り 

中間報告 

① 先進地域の視察 

② 市民農園指定計画の作成 

③ 次年度以降の計画の作成 

④ 都市部親子等を対象とした農業体験（収穫）及

び交流イベントの開催及びアンケートの実施 

⑥ 試験的市民農園の耕作者にアンケートの実施 

① 市民農園づくり計画に関する研修会シンポジ

ウム開催 

県が主催をする移住定住相談会の参加（２回×１

人） 

 

①使用経費の精算 

②実施報告書の作成 

③県民局との協議 

④事業報告  

 

穂井田憩の家 

 

 

 

 

穂井田地域耕作放

棄地 

 

 

 

 

穂井田憩の家 

穂井田地域耕作放

棄地 

倉敷市内 

穂井田地区 

 

 

 

 

 

 

備中県民局 

日帰り可能な所 

穂井田憩の家 

 

 

穂井田地域耕作放

棄地 

穂井田憩の家 

倉敷市内 

 

 

 

 

 

備中県民局 

 

40 人 

 

 

 

 

10 人 

 

 

 

20 人 

 

5 人 

 

 

20 人 

 

5 人 

 

4019 人 

 ＋ｽﾀｯﾌ 

 

 

 

 

30 人 

 

4056 人 

 

 

5010 人 

   

２人 

 

 

＜記入上の注意事項＞ 

１ 事業実施年度の年間スケジュール案を記入してください。 

２ 「場所」欄は、想定される実施場所を記入してください（例：○○市文化センター、△△市内）。不明

な場合、特定できない場合等は未記入で構いません。 

３ 「規模等」は、参加予定人数、印刷部数等数量的に想定される量を記入してください。不明な場合は

未記入で構いません。 

４ 変更部分を朱書き又はアンダーラインにより、変更前後が対照できるように記入してください。 









現況地目

田

畑

筆毎意向

貸したい

売りたい

現状

荒れている

草刈りのみ

年齢区分, 後継者の目

70歳未満 後継者あり

70～74歳 後継者あり

75～79歳 後継者あり

80歳以上 後継者あり

70歳未満 後継者なし

70～74歳 後継者なし

75～79歳 後継者なし

80歳以上 後継者なし

0 40m
 1：2,181



年齢区分, 後継者の目

70歳未満 後継者あり

70～74歳 後継者あり

75～79歳 後継者あり

80歳以上 後継者あり

70歳未満 後継者なし

70～74歳 後継者なし

75～79歳 後継者なし

80歳以上 後継者なし

現況地目

田

畑

人毎意向

「貸したい」または「売りたい」

現状

荒れている

草刈りのみ

筆毎意向

貸したい

売りたい

0 70m
 1：1,729



Q2：年齢−１０年後の後継者の目処 ※同じ列を参照

ついてい
る

ついてい
ない

計

70歳未満 24 63 87 42%

70〜74歳 5 31 36 17%

75〜79歳 13 26 39 19%

80歳以上 21 24 45 22%

計 63 144 207 100%

将来の穂井田地区の農業に関するアンケート調査（まとめR3.2月）

回答者数：２１３

24

5

13

21

63

63

31

26

24

144

0%

10%

20%

30%

40%

50%
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70%

80%

90%

100%

70歳未満 70〜74歳 75〜79歳 80歳以上 計

年齢−１０年後の後継者の目処

ついている

ついていない

年齢が上がるにつれて、後
継者の確保割合が上勝手い
る。
→子が定年してから後継者
の位置づけになることが多
いため？



Q3：年齢−今後の意向 ※同じ列を参照

規模拡大 現状維持
縮小・リ
タイア

農業して
いない

計

70歳未満 5 29 4 43 81 40%

70〜74歳 0 10 13 15 38 19%

75〜79歳 0 13 17 8 38 19%

80歳以上 1 10 16 19 46 23%

計 6 62 50 85 203 100%

5
0 0 1 6

29

10
13

10

62

4 13
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19 85

0%
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70%

80%

90%

100%

70歳未満 70〜74歳 75〜79歳 80歳以上 計

年齢−今後について
規模拡大

現状維持

縮小・リタイア

農業していない

80歳以上の拡大希望者
は後継者がいる方。

現在農業をしている者
の42％は今後の維持に
課題あり。



Q5:年齢−集落外から「農業したい」と⼊ってくるとしたら ※別々の行を参照

かまわな
い

任せたく
ない

計

70歳未満 19 3 22 31%

70〜74歳 10 10 20 28%

75〜79歳 10 6 16 22%

80歳以上 9 5 14 19%

計 48 24 72 100%

19

10

10 9 48

3

10

6 5 24

0%

10%
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30%
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80%

90%

100%

70歳未満 70〜74歳 75〜79歳 80歳以上 計

年齢-集落外から⼊ってくるとしたら

かまわない

任せたくない

若い人は地域外からの
受⼊に賛成の人が多
い。



Q6:年齢−穂井田地区の活性化に必要なこと ※別々の行を参照

スマート
農業の導
⼊

中心経営
体への集
積

農地の大
区画化

水稲以外
の品目の
導⼊

農家レス
トランや
加工､直
売への取
組

イベント
開催によ
る集落外
との交流

地域外の
若い人の
アイディ
ア

農村景観
の保全活
動

計

70歳未満 10 16 19 16 24 19 31 15 150

70〜74歳 4 6 8 10 13 7 8 4 60

75〜79歳 1 7 5 13 7 9 6 8 56

80歳以上 8 11 10 14 6 8 9 9 75

計 23 40 42 53 50 43 54 36 341

10 4
1

8

16 6
7

11

19 8
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1424

13
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6 9
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8 9
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70歳未満 70〜74歳 75〜79歳 80歳以上

年齢−穂井田地区の活性化に必要なこと

スマート農業の導⼊

中心経営体への集積

農地の大区画化

水稲以外の品目の導⼊

農家レストランや加工､直売
への取組
イベント開催による集落外と
の交流
地域外の若い人のアイディア

農村景観の保全活動

どの世代も収益の確保（水稲
以外の作物、加工）を支持。

若い人は若い人のアイディア
を聞いてほしい意見が圧倒的
に多い



後継者の有無−経営の５年後の意向 ※同じ列を参照

規模拡大 現状維持
縮小・リ
タイア

農業して
いない

計

ついてい
る

5 38 9 13 65

ついてい
ない

1 25 41 70 137

計 6 63 50 83 202

5
1 6

38

25

63

9

41

50

13

70

83

0%
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40%

50%
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70%

80%

90%

100%

ついている ついていない 計

後継者の有無−５年後の意向

規模拡大

現状維持

縮小・リタイ
ア

農業していな
い

担い手のいない人の農地
は２割程度（26/137）し
か守れない。
→担い手の確保が急務！
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